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ヒ海道大学演習林仙寺r.ffi.，:f; 市64右 前I号 1，2ω7J 29 

北海道大学中間研究林のコウモリ類

福井 大1" ;務長直樹l David A. H江戸

Bat fauna in the Kakagawa Experimental Foresl， Hokkaido University 
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喪 同日

lこ海道大学111;1[研%体において.コウモ'1額のj，;nを;珂査をおこなった， j ， :Hをの f~~ に iムカスミ端正ハ、フド

ラソブ A;Jtoba 令{主計ILtニハその村氏 11-~r 4属 7神〔モモジロコウモリヰI.yo!ιタ n111.rodartyl附・ドーベン
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M河 M円円以がのコウモリ鋭式，f許認し?その声声構造歩記録した「これらのうち 4持 iドーベントンコヮモリ。キ

タクピワ :Jウ々"・ 7サ五つウモリ ヲングコウコリ}は?沿ょに'i'lil研究休日土確認できごいなかった掻cあ

ったiD:北内陸 iil~はコウモリの結争拡粁が手私、と考えられていたが，ノ~<li}fjじではそれを否定する結果が符られた。
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約1号

Vえそニモジ口二Jワモリが記録されているのみであった

(劫凶は古 2作OO~~20(1) また，自習Mlii景5力メラ:こ」

ってコキクガシラコウで 1)Nh問。JοMtusiυ円?utusが

詐認されている(平JlI 201l1) 0 し刀=し，これらの説

査では f:量ィ、l明のヱつ IJケ ションー1ールがハソ 1，7 

Jテクタ u的可il!(マイク)により雄日記されており 9

''-~~Iá調査地において未踏訟のコウモリ類が/1 屈Jする WJ

，~I'tをボ唆 i~ ""('いる~ノド~iJf究~C ~よ可 より効本のJ主;しミ'liIi
j是Jh去を闘いることによリて$よりlI:lil:卜なコウモリ犯

を十巴摂することを hJjとした J

お64於，10海道大学演習林げ究報;4l

調査地および方法

jm投調布tL京)()G年2月;)E]~ 先日の 4 日間にわた

3ておこなわれた ~~査地以北1初出ん学I]I I! ι)1 究林内

の琴'1リ11吟トヨ77イドlべLケサイ川i荒城および20

林Jj!の Si-::cへ B，C，;)， E，Fである刊、ig.la. b)。

各 Siほのわ取は， SilE' Aはハルニレ Cl的財政tV[

はじめに

北海道では，これまでに 1科何回 IO{品/研究者に

よっては2C;f恥のコウモリ鋭(察手片)が位認されて

いる (YoshiYlU:i19S9， thitt-ほか 2υO:'L S2tO & 

Maedι2003，阿部ほか 2C昨日， 1手?こ。近干になっ

てコウモリ識の詞-;UJ{盛んになり，その1汗剖11な分イl'が

I1Jjらかになりツワある(例え!.;t，抑川ほか 2日制，稲

川ほか 2003，出J1ほか 200:1 鈴木ほか 2006) 

i長北践においても，コウモ'}!~に院する t 、くつかの沼

告があり 1阿部 197 '1. fiL藤ほか 20(同/2001.2以)2

/2003 ~ 2以)4/200;)，佐藤 2002i，それらによると。

道北の斗院到5"('はコ門モリ知的峰多品性首、他の靖U!!2に

比べて低いr:J詑作があるといわれている(胡mほか
2川口こ'i'!I;tTJえび汗成府村に{古笠ずる北海i邑ノ記学

中1"研究林での巡討のt;J.'J査におし、ても， i叶究科内でコ
テングコウモ 1J Jlurina附 'SurrcnSlSこヒメホオピゲコ

ウモリ Uyotis出O1111ikoれが，研究林に降終しれ場所
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Table 1. Dclails 01 ca~LUrじd 口([jstCU2.ls. SLc三 c0r~'じ sp 守 nd lo FUZdrc L Fi'¥.: 10eじaef'.i1cngi.h. B¥V: bod.v wcighl 

m: male. f: fema~e ， a: adult ヲyuUl1g'
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Fig. 1. Maps of research site locations 
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diallσとヤチダモ Fr，σ幻匁U，写問。Ildshurica1:: ~戸心とし

た河畔体， 出回日{まケヤマハンノキAIJlUShirsu却を

中心、した河町林ヲ Siteじはヤサ t，':j話.s'(f!Iえらppが

{憂占す心;圧倒千十本， S1tc D (土広葉世if，J;から10m千里離れ

たj品lJjに牧援する樋門 Sit七Eはアカエゾマツ Picea

gfchn仏トv-，ソ ibics s(fcha/問。lSiS. イタヤカL デ
icpr monoを ;r，(、とすゐHtL必交林， SllcドはTチ

ゲモをcD心とするj'f1Hl'F林であるc 期間中，夜間にカス
ミ総司張 i') およびハーフトフソプ~，Austbat Ilar)J 

11叫}.Aust t'aE;:JJ 3 fiを用いたJI民主をおこなったりこ

のJ祭、捕jij{効本向上のために、コウモリ類のソーシャ

ルコールを基に作成した人工音戸を叫'1してコウモ"

を;長引するう主任当(i¥lllobaけ を~Jí:Jtj Lた(llill& 

Grccna¥vay 200:1、コr:0t:ifiJ~ IL'I;はHi)主;時打制時rjij111:)か

らとし ~3a，t前後にj散J足したっまた、 9月8B の日11'

には寺>1'1:1十Mtに位置する横内ゾ、j部でコウモ 1]dの生

え乱状況確認をおこなった(ドl只 1b) 捕獲Lた個体li，

阿部ほか (2∞!:)) ~ト参考に稀を I~;;乏しヲ ':t，齢?繁殖

;11、況を硝訴したの昔7青山内潔，ぞのイiにつまれた悩11'

を幼獣(ぎりUll昨"て扱った さらに休 i1l:計

iT:¥:¥TT，¥，ヨandy-n:ini-147(i) と/平ス (¥ fi拍utoyu

Corporatムon.じD-2UB) を用いてイ4文章 IBW) と削剥1

k (1ア¥L) を測定L，伺体誠出iJ;干のパンド

(L配nbourncsLtd.. 'LJ.KJ をrI;!腕討s(，7装若した後仁)/1.

涼した 伏広の際;こは，八ツ "T'iアク。

(D---2'JOX， Pettersson ;:':lektro日ik;¥B， (:[)fJsalι 

Sweden) と接続したJ)ヘriTCIJJ)1I)r)， SO'lY 
Tokyo， ]apaηj や 111tミてコウモマ;組の (j-;rの5主計会

おこ，なった まま青された青声は T寺7首相草祈ソフト Bal

Sou :ld :3.1 コピ11ぞr只只りIIEh~k lronik j主B，I.了リ[出札la，

S，verle引によってソナグラム 11::L， Flikul ctσJ 
(200，1) ~:基づ2:~ ，パルス誌始的周波数 (Slつ 民的首

圧時sl波紋 (PFi・パルス終 f持悶波紋 (EF!・中I，I¥J

対波数1:¥IFl パルス長¥D、を測定した 和おおよ

(}'学名は阿部ほか (2005) にしたがったr 本調1町立場

境省から烏~KJ甫j生前 WJ 読の交付を得て実H:iL た(~う

02-0209号~(f)02-021l号入

結果および考寮

本調子正によって i科7稀3;)斜体のごl'ラモ j梨、を'liIi

j差するニとがで3た iTabJc1 )ニまた，それらのうち、

首圧が~~I.'、ために録首失敗した制{本を除くお制体の邑

占を会止r;'-.解析することができた (Tηblぞ 2) c 

1.モモジロコウモ J)Myotis macrodactylus 

(Temminck， 1840) 

孝子;11下流付近にj'f:IJ立するち並行 ':*01Gn:.)百部:ニ

コロニ}を J:~ Ì1XL -(-¥" ザ二「コロ戸ーはに}ベントンコ

ウモリ(依述1.の泌群でヲ 121rl体からなっていた

そオtらのうち百個体を搾殺しヲそのうち 41同体が本稀

であった「コ口一一内部における個体的位置は匂 frl1，1JJ

にかとまコておらず宅ランダムに配伍されてい作 捕

匙栴体は令て1まであり 2ff高体は結'f，が 1.)}(.: íJ~よ1t

~'Z いた、前梓成はむJ自主(~歳)が 1 1回{札成出:が

3ff古イ本であった ('，、able1 

十、位は，h司辺部では'i'I11 TJ杭久σ〉拒速道(1均11ほか

20011 ，中 ~~JJr; 旧r (仏藤ほか 200ω，脱力E内叱

ノト骨 20(1) で両t，泌されているほ古主内の広い総出

に分布しといるu ノパロj発見されたねぐらは? その十寺jt!:

:1主総状ご明るく 岡、通じがよしパから?伺'iì~':':9tこ使っ

亡し i るもので;まなく， 日号自Jなものであると盟、わ"る

品戸持活"に関すゐ記録は FlllwieI ai. (2004-)の品であ

るが ノ'/1Jii得られた日声との明伴な違いは比られなか

ッ fょ {Tableつ. Fig. ~? j 

Table 2.了)刊rrivtiv(-'s:ulistlcs :'or lilTl(-; and [，ι; 'l uen~:y p【lpurwtersul町 holm川山 cd[s(lf i b川市町円1'ublt，
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Myotis macrodactylus 
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Fig. 2. Sonograms of echolocation calls of the 7 bat species. 
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2. ドーベントンコウモリ Myotisdaubentonii 阿部ほか 2005) ，調査地周辺では幌延町での記録が

(Kuhl， 1817) 見られる(阿部 1974)。環境省レッドデータブック

モモジロコウモリ(前述)と同様の場所に混群を におけるランクはvuである(環境省 2002)0モモ
形成していた。琴平川下流の樋門のコロニーから捕獲 ジロコウモリ同様，今回発見されたねぐらは，恒常的

した 9個体のうち 5個体が本種で，幼獣1個体，成 に使っているものではなく，一時的なものであると思

獣4個体という齢構成であった。全て雄で 1個体は われる。ヨーロッパから H本にかけて分布するといわ

精巣が十分肥大化していた (Table1)。 れる本種の音声構造に関して，日本雄のものの記録は

本種は北海道東部および北部に広く分布しており ないが，ヨーロッパでの記録はいくつかある。それら
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と比較すると ピーク周波数の場合， イギリスでは、l'

J;)51.89ctO.77(5.E.M.) kllz (Parsolls 2000)，スイ

スでは42.7ct3.5(SD)kHz (()bristefal.2004)，イ

タリアでは47.0:i:2討す(5mkHz (Russo & JOIlCS 

2002) ，本研究で19.5ct1.9(SD)kHz (Table 2， Fig 

2 )と町地域IIUでの周波数変異が比較的j、きいc

3. ヒメホオヒゲコウモリ Myotlsikonnikovi 

Ognev， 1912 
1箇j1i'(site s， C， E. F)で合計7個体をj，n

殺Lた (Table1)。これらの個体には幼獣も合まれ

ており，周辺部での繁姐が示唆される。本極は， 111川

田lでおこなわれた過去の調布においても確認されてお

り(前111ほか 2似)0 2001)，北海道内広範囲に分布

している(阿部ほか 2005)"潔境省レソドデ)タブッ

クにおけるランクは ENである(環境有 2川)2)C 11r!f 

小牧産の個体との，音声構造の明確な違いは見られな

かった (Table2， Fig. 2 Fukui et al. 2004) c 

4.キ9ヲビワコウモリ(ヒメホリカワコウモリ)

Eptesicus nUssonii (Keyserllng and Blaslus， 
1839) 

I筒J肝で I個体を捕殺Lた (Table1)。ノト梓は

北海道東部から北部にかけて分布し(阿部ほか

2003) ，調杏地周辺では損富田Jや歌寄託町などで確認さ

れているが(佐政ほか 2削)1/2削14)，比較的高いや

聞を飛刻するために (Rydell1993)，捕獲による砕認

例は少ない 環境省レッドデータプ yクにおけるラン

クは ENである(環境古 2002)0背戸構造は，ピー

ク周波数が30kHzのQCF型(パルスの前半部は周波

数変調がλきく，後半は小さし叶であった (Table2， 

Fig. 2Lただし，今凶はリリースコールを林道卜

で録Uしたため，周凶に障害物が多く，周波数変調が

通常よりも大きくなっていると牟えられる 2一般的に，

コウモリ類は周囲の城境による H戸構造の可塑性が知

られている (5ch川tzleret al. 2003) 0特に QCF ill 

の甘芦を発する桓は，周岡に陣害物が多い場什に，よ

りFMi凹(周波数変調が大きい)に近い日戸を発す

るようになる。このタイプの青声をづとする北海道産コ

ウモリは，他にはヤマコウモリ .i.¥'yctalusaviaunおよ

びヒナコウモリ Veψertiliosillcllsisが知られているが

CFukui et aL. 20ひ1)，そのピーク周波数はそれぞれ異

なるごノト調脊中，上申を飛湖するコウモリが，ピーク

刷波数;lOkllzのQCF型青声を発するのを 5ileA.日

C. E. FIこお，'て頻繁に体認Lているごこれらのコウ

モリが本位である "1能性は極めて尚く， 111川研究林内

を採餌場所と Lて広範凶に利肘していると考えられ

るコ

5. ウサギコウモリ Plecotusauritus (Linnaeus， 

1758) 

I 筒所で 11同体を捕猿Lた (Table1) 本稀は

北海道内には比較的広く分A，jしており，調査地同辺で

は帆延町や'1'頓別町などで確認されている(阿部

1974.佐藤ほか 2001 佐藤ほか 2005)0環境特レッ

ドデータブックにおけるランクはvuである(寝境
省 2002)。本積のU声構造に閲Lて，日本国内での

記録はない。今回は 1個体分だけの記録であるが，ヨ

ロッパ斥の本程同様.複数日品を有していたっ第一li¥

百のピーク周波数は，イギリスでは、l'均29.91ct1.04

(S.E.M.) klh (Parsolls 2肌川)，スイスでは37.7:t5.1

(SD) kHz (()brist et al. 2004)，イタリアでは33.H

4.94(SD) kHz (Russo & JOIlCS 2002)，本研究で l6.7

kHz IT礼ble2， Fig. 2) と，地域聞での周波数変

異の可能引がある。

6. テンタコウモリ Murinahilgendorfi (Peters， 

1880) 

1箇所で 1個体を姉獲した (T礼ble1九本種は

北海道東部・市部では散党的に記録があるものの(1.，

田ほか 1973，前田 19制，前田宇野 1996，河合

2000，出年の森ファンクラブコウモリ調脊グループ

2川1，制井ほか 2005，近藤ほか 2005，柳川 2005) ， 

|七海道北部では今回が初記録となり，同時に」ヒ限の記

録になるご環境省レッドデータブックにおけるランク

はvuである(犠J尭省 2002)υ 苫小牧産の個体との，
U声構造の明確な追いは見られなかった (Table2， 

Fig. 2 Fukui e{ ai. 2(04)ハ

7. コテンヴコウモリ Murinaussuriensis Ognev， 

1913 

4筒所で161同休を捕殺Lた (Table1) ノト稀は北

海道1)，1に広範囲に分布しており， 1]1川州究林における

以前の調杏でも確認されている(前田ほか 2000/

2川1)。環境省レッドデータブックにおけるランクは

V工である(探境省 2002) 苫小牧産の個体との，

U声構造の明確な追いは見られなかった (Table2， 

Fig. 2 Fukui et 01. 2削14)ハ
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まとめ

これまでに， '11川研究林では複数凶にわたってコ

ウモリ類の捕獲調在がおこなわれてきたが，確認され

たのはヒメホオヒゲコウモリ・コテングコウモリ田モ

モジロコウモリ・コキクガシラコウモリであった(平

I11 2001，前Hほか 2000/2川1)0-})，本側究では，

コキクガシラコウモリを除くtt来の3f量に加えて，
ド」ベントンコウモリ，キタクピワコウモリ，ウサギ

コウモリ，テングコウモリの 4極が新たに附:認された。

これらのうち，テングコウモリを除く 3程は調査地周

辺の市町村では伴~2.f叫があり，調jE地内でのこれまで

の調査でたまたま捕獲されていなかったものと思われ

る。前田ほか (2000)は， jg北内陸部でのコウモリの

極多係性が1小、と論じているが，本削|究の結果からは

それは否定されるつまた，本研究では井種コウモリの

古声構造を記載Lたが，サンプル数は多くないc コウ

モリの音声構造は個体聞や個体内の変異が大きい場合

もあるので，より詳細な凸戸楕i立の解明のためには，

今後サンブール数を増やしていく必要があるコ
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Summary 

Rat fauna was surveyed in the Nakaga¥va E文perimentalForest of Hokkaido University. T¥list nets， hand 

nets. harp traps and Autobat acoustic lure systems were used for capturing bats. In totaL seven species of 

bat (J(votis 11αrrοdαcfylus， }¥.Iyotis dauhcnfonii， J(votis iJumnikο叫 ，F:戸fcsic問削lssonii，Plccofus aurit削，江furinα

hilgendorji and J.1urina ussuricJlsis) wcrc captLJrcd， and thcir ccholocation calls ¥vcrc rccordcd on rc1casc 

Among the c礼pturedspヒcies，flυur were first records for the Nak礼g3¥vaExperim日ltalFOI 申告t.Our results sug 

gest that the bat fauηa of inland areas of northern Hokkaido is higher than formerly recogni町 d

Key¥vords: Chiroptera. Hokkaido， Fauna， ~akag品川t


